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新
年
号
へ
の

投
稿
を
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西　

真
紀
子

健
診
で
署
名
推
進

（
上
）
受
付
で
署
名
を
呼
び
か
け
る
ス
タ
ッ
フ
ら
＝
12
日
、
茨
木

市
中
央
公
園
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
、（
下
）
健
診
す
る
段
野
氏
（
右
）

と
海
道
氏
＝
12
日
、
八
尾
木
北
第
２
公
園

受
付
応
対
の
実
習
を
す
る
参
加
者

＝
５
日
、
保
険
医
会
館

　

北
欧
モ
デ
ル
の
場
合
、
歯
科
医
師
の
大

半
が
公
立
歯
科
医
院
に
勤
務
し
て
い
て
、

彼
ら
の
報
酬
は
公
務
員
扱
い
の
固
定
給
で

あ
る
﹇
１
﹈。
固
定
給
制
の
利
点
は
過
剰

治
療
が
生
じ
に
く
い
が
、
欠
点
は
効
率
が

落
ち
や
す
い
こ
と
や
、
過
小
治
療
が
生
じ

仕
事
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
収
入
が
上
が
る

し
く
み
で
あ
る
。
も
し
か
し
た
ら
過
剰
治

療
が
生
じ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
、
公
立
と
私
立
の
間
に
治
療
方
法
の
差

や
す
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

﹇
２
﹈（
図
）。
こ
の
固
定
給
制
に
よ

っ
て
齲
蝕
病
変
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
経

過
観
察
す
る
と
い
う
機
会
が
得
ら
れ

や
す
か
っ
た
お
か
げ
で
、
予
防
歯
科

の
発
展
へ
功
を
奏
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
日
本
の
歯
科
保
険
制
度

が
採
用
し
て
い
る
出
来
高
払
い
制
だ

と
過
剰
治
療
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
働
き
﹇
２
﹈、
疾
患
の
自
然
史
が

わ
か
ら
な
い
ま
ま
介
入
し
て
し
ま

う
。
歯
は
一
旦
削
ら
れ
る
と
再
生
し

な
い
組
織
な
の
で
、
早
期
介
入
を
し

て
い
る
限
り
は
、
介
入
し
な
く
て
も

実
は
そ
れ
ほ
ど
疾
患
の
進
行
は
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　

一
方
、
私
立
の
開
業
歯
科
医
院

は
、
出
来
高
払
い
制
で
歯
科
医
師
の

報
酬
は
決
ま
る
。
つ
ま
り
、
自
分
が

が
、
患
児
一
人
あ
た
り
年
間
い
く
ら

と
決
ま
っ
て
い
る
。
処
置
の
内
容
や

数
に
関
わ
ら
ず
、
診
る
子
ど
も
の
数

に
よ
っ
て
固
定
費
が
支
払
わ
れ
る
キ

ャ
ピ
テ
ー
シ
ョ
ン（
人
頭
税
）制﹇
２
﹈

で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
過
剰
治
療
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
か
ず
、
さ

ら
に
、
予
防
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
高
く

つ
く
治
療
費
を
抑
制
で
き
、
そ
の

分
、
歯
科
医
院
の
運
営
が
楽
に
な

る
。
結
果
と
し
て
予
防
に
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
働
く
。
地
方
に
よ
っ
て
報

酬
金
額
は
違
い
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南

端
の
ス
コ
ー
ネ
地
方
で
は
、
公
立
、

私
立
に
限
ら
ず
金
額
は
同
じ
で
あ

る
。
現
在
、
一
人
あ
た
り
い
く
ら
分

配
さ
れ
る
の
か
は
、
社
会
経
済
因
子

と
年
齢
に
よ
っ
て
複
雑
に
決
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
ず
、
０
―
２
歳
に
は
年

間
３
２
０
ク
ロ
ー
ネ
、
３
―
21
歳
に

が
な
い
こ
と
か
ら
、
牽
制
は
働
い
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

予
防
歯
科
を
促
す
報
酬
制
度

予
防
歯
科
を
促
す
報
酬
制
度

　

小
児
歯
科
で
は
、
地
方
自
治
体
の
評
議

会
か
ら
分
配
さ
れ
る
歯
科
医
院
へ
の
報
酬
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歯科医への報酬のしくみ

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

⑨

は
年
間
１
３
０
８
ク
ロ
ー
ネ
が
分
配
さ

れ
、
こ
の
う
ち
の
20
％
は
、Care Need 

Index

（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
）﹇
３
﹈
と
い
う
社
会
経

済
因
子
（
出
身
国
、
教
育
レ
ベ
ル
、
雇
用

状
態
、
婚
姻
状
態
な
ど
７
項
目
か
ら
成

る
）
の
指
標
で
報
酬
金
額
を
調
整
す
る
。

診
療
報
酬
改
定

　

安
倍
政
権
の
社
会
保
障

費
削
減
方
針
の
下
、
財
務

省
は
２
０
１
８
年
の
診
療

報
酬
改
定
で
２
％
台
半
ば

以
上
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
を

目
指
す
方
針
で
あ
る
。
患

者
が
必
要
と
す
る
歯
科
医

療
を
提
供
す
る
た
め
に
、

低
歯
科
医
療
費
政
策
か
ら

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

財
務
省
は
１
９
９
５
年

を
１
０
０
と
し
た
場
合
の

診
療
報
酬
本
体
の
伸
び
率

が
、
賃
金
や
物
価
の
水
準

と
比
べ
て
「
高
い
水
準
」

に
あ
る
こ
と
を
マ
イ
ナ
ス

改
定
の
理
由
に
挙
げ
た
。

　

一
部
の
大
企
業
が
大
儲

け
を
し
て
い
る
一
方
で
、

労
働
者
の
賃
金
が
低
く
抑

え
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た

も
と
で
、
賃
金

水
準
と
報
酬
改

定
の
引
き
上
げ
率
を
連
動

さ
せ
る
こ
と
の
根
拠
は
薄

い
。
大
企
業
の
内
部
留
保

は
97
年
の
１
４
２
兆
円
か

ら
16
年
に
は
４
０
３
兆
円

へ
と
増
加
し
た
。
賃
金
が

伸
び
な
け
れ
ば
物
価
の
上

昇
が
抑
え
ら
れ
る
の
は
当

た
り
前
だ
。
賃
金
の
抑
制

は
、
患
者
の
受
診
抑
制
に

直
結
す
る
。

　

財
務
省
が
改
定
幅
を
マ

イ
ナ
ス
２
％
半
ば
と
し
て

い
る
の
は
、
医
療
費
の
伸

び
を
「
高
齢
化
等
」
の
範

囲
に
と
ど
め
る
こ
と
が
狙

科
の
個
人
診
療
所
で
年
間

収
支
差
額
が
約
１
４
０
万

円
減
少
し
て
い
る
。

　

前
回
改
定
で
は
技
術
料

の
抜
本
的
引
き
上
げ
は
見

送
ら
れ
、
歯
科
医
療
機
関

の
経
営
危
機
を
打
開
す
る

に
は
程
遠
い
内
容
だ
っ

調
査
（
16
年
）
で
は
、

「
歯
内
療
法
」
や
「
歯
冠

修
復
・
欠
損
補
綴
」、「
義

歯
調
整
」、「
初
・
再
診

料
」
な
ど
に
対
し
て
不
合

理
点
数
の
是
正
を
求
め
る

声
が
集
中
し
た
。
マ
イ
ナ

ス
改
定
が
強
行
さ
れ
れ
ば

で
激
減
す
る
な
ど
、
歯
科

医
療
危
機
が
多
面
的
に
進

行
し
て
い
る
こ
と
も
放
置

で
き
な
い
。

　

診
療
報
酬
は
、
医
療
機

関
の
維
持
・
発
展
の
経
営

の
原
資
で
あ
る
と
同
時
に

患
者
が
受
け
る
医
療
内
容

を
規
定
す
る
。
無
理
な
マ

イ
ナ
ス
改
定
を
強
行
す
れ

ば
、
医
療
現
場
を
疲
弊
さ

せ
、
患
者
に
提
供
す
る
医

療
の
質
の
低
下
を
招
く
。

真
に
安
全
で
安
心
な
医
療

を
患
者
に
提
供
す
る
た
め

に
、
協
会
・
保
団
連
は
歯

科
診
療
報
酬
の
プ
ラ
ス
10

％
と
患
者
窓
口
負
担
の
軽

減
な
ど
、
国
の
責
任
で
医

療
の
充
実
を
求
め
る
。

　

新
聞
部
は
機
関
紙
新
年
号

へ
の
会
員
投
稿
を
募
集
し
て

い
る
。

　

原
稿
は
、
①
趣
味
②
日
常

臨
床
③
新
年
に
思
う
こ
と
④

エ
ッ
セ
イ
や
俳
句
⑤
旅
行
記

⑥
干
支
（
戌
）
に
関
す
る
こ

と
―
―
な
ど
。
６
０
０
字
以

内
。

　

写
真
は
、
新
年
や
冬
に
ま

つ
わ
る
風
景
・
人
物
・
家
族

写
真
な
ど
。

　

原
稿
は
顔
写
真
を
同
封
。

12
月
10
日
必
着
。

フ
ァ
ク
ス　

06
―
６
５
６
８

―
０
５
６
４

メ
ー
ル　

akira_kn@doc-
net.or.jp

　

大
阪
市
西
部
地
区
・
南
部

地
区
は
５
日
、
医
療
接
遇
研

修
を
開
き
会
員
院
所
ス
タ
ッ

フ
16
人
が
参
加
し
た
。
講
師

を
務
め
た
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
西
出
知
子

氏
は
、
医
療
機
関
の
接
遇
で

は
「
相
手
が
何
を
求
め
て
い

る
の
か
を
考
え
、
生
理
的
・

心
理
的
に
接
す
る
こ
と
が
一

般
の
接
客
と
の
違
い
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。

　

「
顧
客
満
足
」
は
業
種
を

問
わ
ず
求
め
ら
れ
る
が
、
医

療
で
は
患
者
の
信
頼
や
愛
着

を
高
め
「
い
か
に
歯
科
医
院

の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う

か
が
重
要
」
と
強
調
し
た
。

　

研
修
で
は
、
来
院
時
の
応

対
、
電
話
応
対
を
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
し
西
出
氏
が
寸
評

を
加
え
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

協
会
は
11
日
、
第
８
回
理

事
会
を
開
き
、
診
療
報
酬
10

％
以
上
引
き
上
げ
と
患
者
窓

口
負
担
軽
減
、
保
険
の
き
く

歯
科
医
療
を
増
や
す
こ
と
を

求
め
て
、
11
月
16
日
と
12
月

７
日
の
国
会
要
請
行
動
に
取

り
組
む
こ
と
な
ど
の
運
動
対

策
を
決
め
た
。

　

来
春
の
診
療
報
酬
、
介
護

報
酬
の
ダ
ブ
ル
改
定
を
め
ぐ

っ
て
、
財
務
省
が
マ
イ
ナ
ス

改
定
を
強
く
求
め
る
中
、
春

以
降
取
り
組
ん
で
き
た
「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
」
の
実

現
を
求
め
る
請
願
署
名
は
１

万
５
０
０
０
筆
を
超
え
た
。

会
員
署
名
は
会
員
の
２
割
、

８
０
０
人
を
超
え
る
協
力
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

総
選
挙
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
診
療
報
酬
の
抜
本
的

増
額
で
、
補
綴
関
連
の
低
報

酬
を
は
じ
め
、
歯
科
技
工
士

の
技
能
や
労
働
を
正
当
に
評

価
す
る
」「
補
綴
関
連
の
低

診
療
報
酬
の
改
善
が
必
要
」

と
の
回
答
も
あ
り
、
診
療
報

酬
改
定
率
が
決
ま
る
前
に
歯

科
署
名
・
会
員
署
名
を
国
会

に
持
ち
込
み
要
求
の
実
現
を

目
指
す
。

　

医
療
運
動
で
は
、
11
月
３

日
に
開
い
た
日
常
診
療
経
験

交
流
会
に
つ
い
て
、
発
表
演

題
が
従
来
以
上
に
充
実
、
向

上
し
て
い
る
な
ど
高
い
評
価

が
示
さ
れ
た
。
医
科
協
会
役

員
を
招
き
認
知
症
を
取
り
上

げ
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ

ー
、「
保
険
で
よ
い
歯
科
医

療
を
大
阪
連
絡
会
」
と
共
催

し
た
記
念
講
演
も
好
評
だ
っ

た
。

　

２
０
１
９
年
10
月
13
日
、

14
日
に
は
大
阪
医
科
・
歯
科

協
会
が
主
務
地
協
会
と
な
っ

て
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
く
こ
と
を
承
認
し

た
。

　

会
務
運
営
で
は
１
月
に
開

く
保
団
連
大
会
代
表
４
人
、

次
期
保
団
連
代
議
員
３
人
を

小
澤
力
理
事
長
の
推
薦
ど
お

り
決
定
し
た
。

三
島
地
区

　

茨
木
社
会
保
障
推
進
協
議

会
主
催
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
会
場
で
12
日
に
実
施
し
た

歯
科
健
診
で
は
、
茨
木
市
の

今
井
彰
氏
と
清
川
虎
之
進
氏

が
出
務
し
、
親
子
や
高
齢
者

ら
１
７
０
人
を
健
診
し
た
。

「
保
険
で
良
い
歯
科
」
署
名

83
筆
を
集
め
た
。

東
大
阪
・
八
尾
・

柏
原
地
区

　

医
療
生
協
か
わ
ち
野
生
活

協
同
組
合
八
尾
圏
健
康
ま
つ

り
で
12
日
に
取
り
組
ん
だ
歯

科
健
診
で
は
、
段
野
和
茂
、

海
道
充
各
氏
が
１
２
８
人
を

健
診
し
た
。「
保
険
で
良
い

歯
科
」
署
名
72
筆
を
集
め

た
。

た
。
一
方
で
、
医
療
機
関

の
差
別
化
、
包
括
化
を
拡

大
す
る
「
か
か
り
つ
け
歯

科
医
機
能
強
化
型
歯
科
診

療
所
（
か
強
診
）」
が
新

設
さ
れ
、
医
療
機
関
の
再

編
・
淘
汰
が
推
し
進
め
ら

れ
た
。
協
会
の
会
員
意
見

さ
ら
に
矛
盾
を
広
げ
る
。

　

感
染
症
対
策
や
重
症
化

予
防
対
策
、
在
宅
・
訪
問

へ
の
対
応
な
ど
、
社
会
的

な
需
要
や
関
心
が
高
ま
る

分
野
へ
の
手
当
も
不
十
分

だ
。
歯
科
補
綴
を
支
え
る

歯
科
技
工
士
が
若
年
世
代

い
だ
。
歯
科
医
療
費
は
20

年
近
く
横
ば
い
だ
。
低
歯

科
医
療
費
政
策
の
し
わ
寄

せ
が
経
営
を
揺
る
が
し
て

い
る
。「
第
21
回
医
療
経

済
実
態
調
査
結
果
」（
２

０
１
７
年
）
で
は
前
回
調

査
（
第
20
回
）
と
比
べ
歯

質
の
低
下
招
く
マ
イ
ナ
ス
方
針

報酬パターン 長所 短所

固定給制
術者の経済的イン
センティブが治療
に影響しない

効率が悪い

過小治療

出来高払い
制

質の高さを保てる 医師誘発需要が発
生しやすい

効率が良い 過剰治療

キャピテー
ション（人
頭税）制

患者を健康にする
インセンティブが
働く

術者が患者を選別
する（リスク別に
すると防げる）

効率が良い 過小治療

基本的な３つの報酬パターンの長所と短所［２］

マナー研修を開催

秋の国会要請、署名運動推進

大阪市西部・南部地区

第８回理事会

患者に寄り添う接遇を

診療報酬10％引き上げへ


